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広報なかがわ
2010. 2月号 ２

平
成
21
年
度
の
取
り
組
み
の
事

前
説
明
会

　
　
　
　

平
成
21
年
9
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　
　

5
名
出
席

　

円
滑
な
議
論
の
進
行
の
た
め
に
、

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
事
前
に
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

第
1
回
委
員
会

　
　
　
　

平
成
21
年
10
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　

6
名
出
席

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

委
員
会
の
意
見
を
ま
と
め
、
町
長

に
中
間
報
告
す
る
よ
う
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
以
降
の
中
川
町
の

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
委
員

会
で
意
見
を
ま
と
め
、
町
長
に
最

終
報
告
す
る
よ
う
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

　

平
成
17
年
3
月
に
策
定
し
た

「
中
川
町
行
政
改
革
大
綱
」
を

も
と
に
、
引
き
続
い
て
平
成
20

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
平

成
21
年
12
月
24
日
に
「
中
川
町

行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
か
ら

町
長
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
行
政

　

情
報
の
共
有
化
で
は
、
住
民
と

行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

視
点
と
し
、
地
域
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
向
け
て
、
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

町
が
検
討
中
の
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
を
活
用
し
た
防
災
・

気
象
情
報
や
行
政
情
報
の
告
知
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
難

視
聴
対
策
な
ど
を
含
め
た
事
業
の

実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

導
入
す
る
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
住
民
説
明
会
な
ど
に
よ
り
、

住
民
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
活
用
し

た
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
伴
い
、
現
存
の
情
報
伝
達
手
段

と
な
っ
て
い
る
「
広
報
な
か
が
わ
」

や
「
お
知
ら
せ
版
」
な
ど
を
ど
う

扱
う
か
、
併
せ
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
で
の
取
り
組
み
に
お
け
る
「
住

民
に
わ
か
り
や
す
い
行
政
」
「
ス

リ
ム
で
機
能
的
な
行
政
」
の
項
目

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

第
2
回
委
員
会

　
　
　
　

平
成
21
年
11
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　
　

6
名
出
席

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
取
り
組
み
に
お
け
る
「
ス

リ
ム
で
機
能
的
な
行
政
」
「
健
全

な
財
政
運
営
の
で
き
る
行
政
」
の

項
目
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

第
3
回
委
員
会

　
　
　
　

平
成
21
年
12
月
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　

6
名
出
席

　

補
助
金
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
い

て
、
補
助
金
事
業
の
執
行
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意

見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

◆
ス
リ
ム
で
機
能
的
な
行
政

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で

は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
務

事
業
評
価
で
事
業
の
取
捨
選
択
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る

事
業
制
度
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
外
部
評
価
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
本

委
員
会
で
補
助
金
事
業
の
評
価
を

試
行
的
に
実
施
し
た
経
過
か
ら
も
、

客
観
的
な
評
価
が
必
要
で
す
。

　

町
内
で
は
、
地
方
行
財
政
に
精

通
し
た
人
材
の
確
保
が
難
し
い
と

い
う
地
域
性
を
踏
ま
え
て
も
、
外

部
評
価
の
導
入
に
向
け
て
の
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

行
政
組
織
の
見
直
し
で
は
、
人

事
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

行
政
職
員
の
人
材
育
成
の
視
点
か

ら
、
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

住
民
に
対
す
る
行
政
職
員
の
親

近
感
が
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
行
政
職
員
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
業
務
知

会
議
経
過

提
言

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た



３ 広報なかがわ
2010. 2月号

ま
え
、
か
つ
人
材
育
成
に
反
映
で

き
る
体
系
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
勤
特
別
職
員
の
報

酬
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
に

見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
委

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
仰
ぐ

こ
と
も
必
要
で
す
。
年
額
報
酬
は
、

活
動
の
実
績
に
基
づ
く
、
日
額
支

給
へ
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
で
き
る
行

政
　

健
全
財
政
の
確
立
で
は
、
補
助

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
平
成

20
年
度
か
ら
、
補
助
金
事
業
に
重

点
を
お
い
て
議
論
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
「
中
川
町
補
助
金
等
の
整

理
・
適
正
化
」
に
基
づ
き
、
執
行

に
対
す
る
一
定
の
ル
ー
ル
が
浸
透

し
て
い
な
い
と
受
け
と
め
て
い
ま

す
。
町
の
補
助
事
業
に
対
す
る
公

平
な
考
え
方
に
立
ち
、
補
助
金
と

し
て
支
援
す
る
要
素
が
見
受
け
ら

れ
な
い
事
業
の
改
善
や
人
件
費
に

対
す
る
補
助
に
対
し
て
の
上
限
の

設
定
な
ど
を
検
討
し
、
補
助
金
対

象
団
体
に
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
部
分
的
に
は
、
補
助
金

対
象
団
体
と
所
管
す
る
町
担
当
課

識
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
職
員

の
町
民
に
対
す
る
接
し
方
や
礼
儀

な
ど
の
初
歩
的
な
接
遇
を
身
に
つ

け
る
な
ど
、
「
職
員
の
資
質
」
の

向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
種

の
職
員
研
修
会
の
ほ
か
、
日
常
の

職
場
内
で
も
、
管
理
職
自
ら
が
旧

態
の
公
務
員
意
識
を
改
善
し
、
指

導
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
非
常
勤
特
別
職
員
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

の
意
見
と
し
て
「
非
常
勤
特
別
職

員
の
組
織
定
員
数
の
見
直
し
」
を

図
り
、
「
小
さ
な
自
治
体
と
し
て

の
現
実
的
な
行
政
組
織
体
制
の
あ

り
方
」
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
定
員
の
削
減
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
多
く
の
町
民
が
参
画
で
き
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
若
年
層
を
含

め
、
人
材
を
幅
広
く
委
嘱
す
る
た

め
に
は
、
年
齢
制
限
の
設
定
や
重

複
し
た
人
材
の
委
嘱
を
避
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

人
件
費
の
見
直
し
で
は
、
人
件

費
総
額
の
抑
制
に
向
け
て
、
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
の

職
員
が
、
定
期
昇
給
す
る
公
務
員

給
与
制
度
で
す
が
、
地
域
性
を
踏

「
行
政
が
自
分
た
ち
に
何
を
し
て

く
れ
る
の
か
」
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
「
自
分
た
ち
が
ま
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
考

え
方
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

行
政
は
、
住
民
意
識
に
対
し
、
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
啓
発
し
、

理
解
さ
れ
る
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
で
は
、
「
町

税
、
使
用
料
な
ど
の
収
納
率
の
向

上
」
に
つ
い
て
、
町
民
に
公
平
な

立
場
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
は
、
収
納
率
を
上
げ
る
対
策
を

講
じ
、
未
納
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
、
徴
収
に
対
し
て
、
強
い
姿
勢

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
上
下
水
道
の
使

用
料
金
の
見
直
し
や
施
設
使
用
料

の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

町
内
の
所
得
水
準
で
は
、
一
定
の

限
界
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

事
業
運
営
収
支
で
の
住
民
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
の
み
を
視
点
に
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
所
得
水
準
や

住
民
の
生
活
水
準
を
考
慮
し
た
検

討
が
必
要
で
す
。

　

以
上
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

と
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
職
員
総
体
の

一
層
の
努
力
に
よ
り
、
補
助
金
に

よ
る
支
援
が
有
効
か
つ
効
果
的
な

事
業
と
な
る
よ
う
改
善
に
向
け
た

姿
勢
を
強
く
徹
底
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
管
理
費
の
見
直
し

ま
た
は
施
設
管
理
委
託
料
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の

中
川
町
地
域
開
発
振
興
公
社
が
運

営
を
し
て
い
る
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア

リ
ズ
イ
ン
グ
に
町
民
の
関
心
も
高

く
、
大
株
主
で
あ
る
町
は
、
経
営

指
導
や
町
民
へ
の
経
営
状
況
報
告

な
ど
、
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ

ン
グ
の
運
営
な
ら
び
に
必
要
の
是

非
に
つ
い
て
、
議
会
な
ら
び
に
町

民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
検
討

で
は
、
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
は
、
住

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮

し
、
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
行
政
の

た
め
に
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
て
い
る
「
こ
の
地
域
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
視
点

に
立
つ
こ
と
で
あ
り
、
住
民
は

21
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に

対
し
、
提
言
諸
点
を
十
分
に
理
解

さ
れ
、
改
善
・
改
革
が
速
や
か
に

か
つ
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
す

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
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名



広報なかがわ
2010. 2月号 ４

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
申
請
書
類

　

入
所
申
込
書
、
同
意
書
、
（
長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
方
は
）
保
護
者
の
雇
用
証
明

　

ま
た
は
就
労
証
明

　
　
　
　
　

（
申
請
書
類
は
、
住
民
課
幸
福
推
進
室
と
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

◆
提
出
先

　

住
民
課
幸
福
推
進
室
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◆
申
込
書
の
受
付
期
間

　

平
成
22
年
2
月
1
日（
月
）〜
2
月
22
日（
月
）

◆
そ
の
他

　

4
月
1
日
か
ら
も
続

　

け
て
利
用
す
る
児
童

　

の
保
護
者
へ
は
、
提

　

出
書
類
を
お
送
り
し

　

ま
す
。

区　　分

年　　齢 平成16年4月2日から平成19年4月1日
までに生まれた、3・4・5歳児

土曜日、長期休業中、平日の午後1時10
分以降に保育が必要なときは、預かり保
育をします（保育料が別にかかります）

夏・冬はそれぞれ連続する25日
春は連続する7日

中川町に住所がある方

完　全　給　食

短時間保育
午前8時30分～午後1時10分

5歳児まで
（概ね5ヶ月からの乳児は、児童の状況
を事前に相談してください）

午前7時40分～午前8時、午後4時～午
後5時45分の間、時間外保育をしてい
ます

ありません

保護者や同居の親族が
①日中、仕事をしている
②産前2ヶ月、産後3ヶ月以内
③病気、けが、障害をもっている
④同居の親族を常時介護している
⑤家庭が災害を受け、復旧にあたっている
※その他、求職や就学中などの場合はご
　相談ください

長時間保育
午前8時～午後4時

平成21年の所得から算定します

基　　準

給　　食

長期休業

保 育 料

そ の 他

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　☎7－2813
　幼 児 セ ン タ ー　☎7－2118

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
入
所
児
を

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
入
所
児
を

　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
入
所
児
を

　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 図書室民館民館館公民公民公公公 室室室公民館図書室図書室館館館民民民公民館図書室室公公公民民民民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　江戸・深川元町の料理茶屋「橘屋」に
奉公する12歳のおふくは、美しく気丈な
仲居頭・お多代の下で、女として、仕事
人として成長していく。表題作を含め全
７篇を収録した連作短編集。

「
ぼ
く
の
も
の
が
た
り

あ
な
た
の
も
の
が
た
り

（
人
種
に
つ
い
て
か
ん
が
え
よ
う
）」

カ
レ
ン・バ
ー
バ
ー　
絵

ジ
ュ
リ
ア
ス・レ
ス
タ
ー　
文

さ
く
ま
ゆ
み
こ　
訳

　僕の中の北朝鮮は、消し去ろうとして
もそう簡単に消し去ることができない。
初めて訪れたソウルで見聞した多くのこ
とが、辛苦に満ちた24年の記憶を甦らせる。
拉致被害者である著者が明かす北朝鮮。

　人はそれぞれ、さまざまな特徴をもっ
ている。それなのに、人種や肌の色で人
を判断することに、意味はあるの？　子
ども時代に厳しい差別を体験したアフリ
カ系アメリカ人が、人種の問題を「もの
がたり」のように問いかける。

　人生は戦いである。過酷な心理戦争に
勝ち抜かなければ、勝利者にはなれない。
そこで、人間の生き方から身の処し方、
組織掌握の秘訣、人の動かし方などの現
代社会を勝ち抜くための秘訣を、春秋時
代の兵法書「孫子」から学ぶ。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

く

に

は
し
り
あ
め

い
ろ

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
た
い
波
打
ち
際
を
早
く
早
く
と
コ
ロ
が
急
が
す　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

常
日
頃
使
ひ
ゐ
る
も
の
置
き
忘
れ
探
す
こ
と
の
み
多
き
こ
の
頃　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

夕
映
え
に
暮
れ
ゆ
く
日
本
海
こ
の
果
て
に
拉
致
さ
れ
し
人
ら
故
郷
を
恋
ふ
ら
む　
　
　

小
林　

淑
子

茹
で
あ
が
る
蕎
麦
を
待
つ
間
の
驟
雨
心
の
襞
を
湿
ら
せ
過
ぎ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

落
ち
葉
踏
む
わ
が
足
音
と
鳥
た
ち
の
声
の
み
聞
こ
え
森
は
晩
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

「
冬
ソ
ナ
」の
早
す
ぎ
ぬ
テ
ン
ポ
が
ち
ょ
う
ど
い
い
夜
長
を
過
ご
す
呼
吸
に
も
合
い　
　

山
内　

智
子

遠
山
の
日
ご
と
に
変
は
る
秋
の
彩　

早
く
も
庭
に
落
ち
葉
舞
ひ
来
る　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

北
風
に
枯
れ
葉
カ
ラ
カ
ラ
渦
を
巻
き
木
々
は
裸
の
枝
を
震
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

健
康
に
は
早
寝
早
起
き
実
行
し
其
の
次
は
日
々
欠
か
さ
ぬ
散
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

雪
も
よ
ひ
母
の
遺
髪
の
針
坊
主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

あ
ち
こ
ち
と
落
葉
を
拾
う
庭
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

息
災
と
云
ふ
幸
せ
や
落
葉
踏
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

「
半
島
へ
、ふ
た
た
び
」

蓮
池　

薫　
著

「
孫
子
の
兵
法
」

杉
之
尾
宜
生　
監
修

「
待
っ
て
る

　
　
　

橘
屋
草
子
」

あ
さ
の
あ
つ
こ　
著

5 広報なかがわ
2010. 2月号

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸



広報なかがわ
2010. 2月号 ６

　

単
に
「
中
年
太
り
だ
か
ら
」
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
現
状
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

内
臓
脂
肪
蓄
積
（
腹
囲
が
基
準

値
以
上
）
に
加
え
、
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
高
血
糖
の
う
ち
、

2
つ
以
上
該
当
し
て
い
る
状
態
で

す
。
動
脈
硬
化
が
進
み
、
脳

塞

や
心
筋

塞
の
発
症
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　

付
き
や
す
く
落
と
し
や
す
い
の

が
内
臓
脂
肪
の
特
徴
で
す
。
皮
下

脂
肪
が
定
期
預
金
な
ら
、
内
臓
脂

肪
は
普
通
預
金
と
い
え
ま
す
。

　

活
動
量
を
増
や
す
、
ま
た
は
活

動
量
に
見
合
っ
た
食
事
に
改
善
す

る
こ
と
で
、
内
臓
脂
肪
は
解
消
さ

れ
ま
す
。
体
重
が
1
㎏
減
る
と
腹

囲
も
約
1
㎝
減
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

2
月
と
3
月
に
温
泉
の
プ
ー
ル

を
利
用
し
た
健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
行
い
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
冬

期
の
運
動
習
慣
と
し
て
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
検
査
項
目
の
中
で
、
皆

さ
ん
が
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
測
る

「
腹
囲
」。
こ
れ
は
単
な
る
肥
満
の

判
定
で
は
な
く
、
内
臓
脂
肪
の
付

き
具
合
を
見
て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
皮
下
脂
肪
と
違

い
、
お
な
か
の
臓
器
の
ま
わ
り
に

付
く
脂
肪
で
す
。

　

付
き
す
ぎ
る
と
、
血
管
に
よ
く

な
い
作
用
を
起
こ
す
物
質
の
分
泌

が
増
え
、
高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂

質
異
常
症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、

動
脈
硬
化
を
進
め
ま
す
（
下
図
）。

　

生
活
習
慣
病
の
土
台
と
も
言
え

る
内
蔵
脂
肪
型
の
肥
満
を
い
か
に

予
防
す
る
か
が
、
健
康
管
理
の
上

で
と
て
も
重
要
で
す
。

腹囲（へそ周り）が・・・
　男性85cm以上
　女性90cm以上

※これは、腹部ＣＴ検査の内臓脂肪面積
　100㎠以上に相当し、生活習慣病発症
　のリスクが高い状態です。

だと内臓脂肪型肥満！

内臓脂肪型肥満の診断基準

町
民
の
内
臓
脂
肪
蓄
積
状
況

撃
退
！　
内
臓
脂
肪

日　程 時　間 ・ 内　容
①10：30～11：30
　メンズエクササイズ（男性限定）

2/6（土）
2/11（木・祝）
2/27（土）
3/6（土）

水中ウォーキング＆
脂肪燃焼エクササイズで、
からだをスッキリ
させませんか？

会場：ポンピラアクアリズイング　プール　　　　定員：各12名　　　※入浴料が必要です。

健康サポート事業（プールで健康づくり）

①13：00～14：00
　脂肪燃焼アクア

　

4
月
か
ら
11
月
ま
で
の
中
川
町

国
保
特
定
健
診
受
診
者
（
40
〜
74

歳
）
の
う
ち
、
腹
囲
の
基
準
値
を

超
え
て
い
る
者
の
割
合
は
男
性
48

％
、
女
性
22
％
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
持

つ
人
の
う
ち
、
半
数
以
上
が
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当

し
て
い
ま
す
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

健
診
結
果
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑧ 

「
腹
囲
」

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

アンジオテンシ
ノーゲン

脂肪細胞から分泌される物質とその働き

血圧を上げる。
（高血圧）

TNF-α、
レジスチン
高血糖を起こす。
（糖尿病）

良い物質が
出るのを
邪魔する

正常70～90ミクロン 100～150ミクロン
1ミクロン＝0.001mm

PAI-1
血栓を作りやすくする。
（動脈硬化）

FFA（遊離脂肪酸）

動脈硬化

脂肪細胞

心筋梗塞、脳梗塞など

中性脂肪を上げる。
HDLを下げる。
（脂質異常）

悪い物質

内臓脂肪肥大！

アディボネクチン
動脈硬化を抑制。

良い物質



７ 広報なかがわ
2010. 2月号

　

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

を
問
題
と
し
た
考
え
方
で
す
。
内
臓
脂
肪
が
多
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事
の
内
容
を
見
直
し
、
内
臓
脂
肪
を
た
め
な
い

体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
も
の
の
質
と
量
の
目
安
を
つ
け
る
た
め
に
、
栄
養
的
な
特
徴
に
よ
っ
て
4

つ
の
食
品
群
に
分
け
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

1
群
（
牛
乳
、
乳
製
品
）

　

日
本
人
に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
を
含
み
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
完
全
に
し
ま
す
。
毎
日
食

べ
ま
し
ょ
う
。

3
群
（
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
、
い

も
、
果
物
）

　

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
み
、
体
の
調
子
を
よ
く
し
ま

す
。
訪
問
に
よ
る
聞
き
取
り
か
ら
、

町
民
の
多
く
が
不
足
し
が
ち
な
様
子

が
伺
え
ま
す
の
で
、
毎
日
三
食
と
も

積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

2
群
（
魚
介
、
肉
、
豆
）

　

血
や
肉
を
つ
く
る
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
を
含
み
ま
す
。
体
の
た
ん
ぱ
く

質
は
常
に
作
り
変
え
ら
れ
る
の
で
、

毎
日
適
量
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

4
群
（
穀
類
、
油
脂
、
砂
糖
、
嗜
好

品
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
）

　

力
や
体
温
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

年
齢
、
身
長
、
体
重
を
考
え
て
、
自

分
に
ふ
さ
わ
し
い
量
を
食
べ
ま
し
ょ

う
。

食品名

1日の目安量

牛乳・乳製品

牛乳
コップ1杯
（200cc）

チーズなら
2切

卵 1個

鮭なら
50g

さんまなら
30g（1／4匹）

マグロなら
60g

開きホッケなら
70g（1／4匹）

豚モモなら
50g

豚バラなら
20g

鶏モモなら
40g

豆腐なら
100g

納豆なら
40g

小揚げなら
20gウインナーなら

20g
ウインナーなら

20g

ヨーグルトなら
160g

3・4群の目安量は次号で紹介します。

卵

卵1個
50g

魚介類

切り身
一切れ
50g

肉　類

薄切り肉
2～3枚
50g

豆・豆製品

豆腐なら 100g
納豆なら 40ｇ

食べものごと
の目安量

1　　群 2　　群

成人が1日に食べる目安量

バ
ラ
ン
ス
食
で
内
臓
脂
肪
を
た
め
な
い
体
に

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

飽食の現代では魚介や肉料理を多く食べている傾向があります。
種類によって目安量は変わりますが、
「片手におさまるサイズ」を目標にしましょう。
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待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
で
き
る

だ
け
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、

郵
便
な
ど
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
あ
た

る
個
人
事
業
者
は
、
平
成
22
年
3

月
31
日（
水
）ま
で
に
平
成
21
年
分

の
「
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
」
を
作
成
し
て
税

務
署
に
提
出
し
、
そ
の
消
費
税
額

お
よ
び
地
方
消
費
税
額
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
分
の
「
課
税
事
業
者
」

は
、

・
平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

　

1
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

・
平
成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

　

1
千
万
円
以
下
で
、
平
成
20
年

　

12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税
課
税

　

事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

個
人
事
業
者
の
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告

納
付
期
限
と

振
替
納
付
日

　

平
成
21
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
平
成
22
年
3
月
31
日

（
水
）が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

確
定
申
告
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て

金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額

な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
消
費
税

や
所
得
税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を

作
成
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自

宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
申
告
や
納

税
が
で
き
る
「
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」

で
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
作
成
に
は
、
ぜ
ひ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
署
の
申
告
相
談
会

場
は
、
特
に
所
得
税
の
確
定
申
告

期
限
で
あ
る
平
成
22
年
3
月
15
日

（
月
）間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
、

申
告
の
留
意
点

・
課
税
事
業
者
は
、
平
成
21
年
分

　

（
課
税
期
間
）
の
課
税
売
上
高

　

が
1
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、

　

平
成
21
年
分
の
消
費
税
お
よ
び

　

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
付
が

　

必
要
で
す
。

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

　

確
定
申
告
書
に
は
、
課
税
期
間

　

中
の
課
税
売
上
げ
の
額
お
よ
び

　

課
税
仕
入
れ
な
ど
の
税
額
の
明

　

細
な
ど
を
記
し
た
付
表
を
添
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
還
付
税
額
の
あ
る
申
告
書
を
提

　

出
す
る
方
は
、
「
仕
入
控
除
税

　

額
に
関
す
る
明
細
書
（
個
人
事

　

業
者
用
）
」
を
添
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
納
付
書
ま
た
は
電
子
納
税
に
よ

る
納
付

　
　
　

平
成
22
年
3
月
31
日（
水
）

○
振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合

　
　
　

平
成
22
年
4
月
27
日（
火
）

　

し
て
い
る
事
業
者

で
す
（
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た

建
物
や
機
械
な
ど
の
譲
渡
収
入
も
、

消
費
税
の
課
税
売
上
高
に
含
ま
れ

ま
す
）。

　

な
お
、
「
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
」

に
は「
簡
易
課
税
用
」と「
一

般
用
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま

す
。

◆「
簡
易
課
税
用
」は
、平
成

19
年
分
の
課
税
売
上
高
が
5

千
万
円
以
下
の
課
税
事
業
者

で
、
平
成
20
年
12
月
末
ま
で

に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度

選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て

い
る
方
が
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

◆「
一
般
用
」は
、簡
易
課
税

制
度
を
選
択
し
て
い
な
い
課

税
事
業
者
ま
た
は
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
し
て
い
て
も
平

成
19
年
分
の
課
税
売
上
高
が

5
千
万
円
を
超
え
る
課
税
事

業
者
の
方
が
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

納
付
書
で
納
め
る
方
は
、
納
付

期
限
ま
で
に
金
銭
に
納
付
書
を
添

え
て
、
金
融
機
関
（
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
）
ま
た
は
税
務
署
の
窓

口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す

れ
ば
自
宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

電
子
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
振
替
納
税
は
、
「
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書

送
付
依
頼
書
」
を
提
出
す
る
だ
け

で
、
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振

替
納
付
日
に
自
動
的
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
納
税
の
た
め
に

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
必
要
も

な
く
、
納
付
手
続
き
を
済
ま
す
こ

と
が
で
き
、
便
利
で
確
実
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
税
務
署

☎
0
1
6
5
4
|
2
|
2
1
5
7

消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の
確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の
確
定
申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に
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国
保
加
入
者
が
病
気
や
ケ
ガ
で

病
院
や
調
剤
薬
局
な
ど
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
場
合
に
、
国
保
か

ら
医
療
機
関
へ
支
払
わ
れ
る
医
療

費
は
、
保
険
税
と
国
や
北
海
道
か

ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
保
険

税
な
ど
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
管
理

に
十
分
心
が
け
、
正
し
い
保
険
診

療
の
受
け
方
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
保
で
は
、
国
保
の
制

度
や
健
康
管
理
に
対
す
る
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

医
療
費
通
知
を
年
6
回
、
世
帯
主

の
方
宛
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
に
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
と
き
に
窓
口
で
支
払

っ
た
額
と
国
保
が
負
担
し
た
額
の

合
計
額
（
医
療
費
の
総
額
）
や
、

受
診
日
数
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま

す
（
薬
の
容
器
代
や
診
断
書
料
な

ど
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
診
療

費
や
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

　

医
療
費
通
知
は
、
医
療
機
関
の

請
求
を
も
と
に
作
成
し
て
い
る
の

で
、
受
診
し
た
月
か
ら
発
送
ま
で

4
〜
5
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
月
に
受
診
し
て
も
医
療
機
関

か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
と
き
な
ど

に
は
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
記
載
内
容
と
領

収
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
に

違
い
が
あ
る
な
ど
、
疑
問
が
あ
る

場
合
に
は
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
通
知
は
領
収
書

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申

告
の
医
療
費
控
除
に
は
使
え
ま
せ

ん
。

医
療
費
通
知

医
療
費
通
知

医
療
費
通
知

医
療
費
通
知

医
療
費
通
知

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、

将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
立
て
替
え
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
請
求
が

来
ま
す
。
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提

示
し
て
支
払
う
方
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
度
の
口
座
振
替
の

申
し
込
み
締
め
切
り
は

◇
1
年
前
納
・
4
〜
9
月
分
前

　

納

　

平
成
22
年
2
月
末
日

◇
10
月
〜
翌
年
3
月
分
前
納

　

平
成
22
年
8
月
末
日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
お
ト
ク
な
割
引
が
あ
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
も
お
ト
ク
な
割
引
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※それぞれの金額は、平成21年度のものです。平成22年度の金額は、未定です。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

（
旧
旭
川
社
会
保
険
事
務
所
）

☎
0
1
6
6
―
2
7
―
1
6
1
1

●毎月納付すると

●納付書またはクレジットカードで半年分を前納すると

●納付書またはクレジットカードで1年分を前納すると

175,920円（14,660円×12ヶ月分）

87,250円

172,800円

国
民
年
金
保
険
料
に
は
お
ト
ク
な
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す

710円おトク

3,120円おトク

●口座振替で半年分を前納すると

●口座振替で1年分を前納すると

86,960円

172,230円

1,000円おトク

3,690円おトク

175,920円（14,660円×12ヶ月分）

87,250円

172,800円

86,960円

172,230円



工 事 ・ 業 務 名 入札 落札率契約業者名 工事などの概要 期　　間 備　考

12月の入札・契約結果12月の入札・契約結果12月の入札・契約結果
契約金額予定価格

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

12／28 98.0％2,572,500円2,625,000円森林環境保全整備事業
平成21年度　町有林枝打ち工事

着手　平成21年12月29日
竣工　平成22年1月27日町有林22.50haの枝打ち 随意契約

（1社）上川北部森林組合

◆
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

・
前
兆
電
話
で
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
と
伝
え
る
。

　

・
詐
欺
の
相
手
か
ら
「
今
日
明
日
じ
ゅ
う
に
電
話
を
か
け
る
」
と
伝

　
　

え
た
り
、
第
三
者
か
ら
電
話
が
入
る
と
告
げ
る
。

　

・「
借
金
の
保
証
人
に
な
っ
た
の
で
1
5
0
万
円
が
い
る
」「
勤
務
先

　
　

か
ら
給
料
が
も
ら
え
な
い
」
な
ど
と
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
に
迫

　
　

る
。

◆
架
空
請
求
詐
欺
（
左
の
団
体
を
名
乗
る
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
に
要
注
意
）

　

・
全
国
生
活
調
査
セ
ン
タ
ー

　

・
全
国
消
費
者
相
談
窓
口

　

・
消
費
者
保
全
事
務
局

　

・
㈱
プ
ロ
ア
ク
セ
ス

　

真
冬
を
迎
え
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
が
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。
屋

根
か
ら
雪
が
落
ち
る
前
に
雪
下
ろ
し
を
し
、
軒
下
に
は
近
づ
か
な
い
で

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

「
振
り
込
め
詐
欺
」の
手
口
と
傾
向

「
振
り
込
め
詐
欺
」の
手
口
と
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
「
振
り
込
む
前
に
相
談
を
」

　
　
　
　
　
　
　
「
振
り
込
む
前
に
相
談
を
」

落
氷
雪
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

落
氷
雪
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

「
振
り
込
め
詐
欺
」の
手
口
と
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
「
振
り
込
む
前
に
相
談
を
」

落
氷
雪
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

西原ヨリ子さん（77歳）

喜寿おめでとうございます。

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

駐 在 所
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火災・救急
出動件数

火災出動　　2件
救急出動　　51件
平成21年12月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

中
川
消
防
団
出
初
式
が
1
月
7
日
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
ご
協
力
・
ご
観
覧

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
全
戸
に
配
布
し
た
「
消
防
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

『
11
月
11
日
が
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
』

　

2
月
中
に
消
防
職
員
が
交
換
に
伺
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お　

詫　

び

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

最
近
の
降
雪
に
よ
り
除
雪
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
除
雪
機
に

よ
る
巻
き
込
み
人
身
事
故
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
生
き
埋
め
事
故
な

ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
に
も
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
長
男
（
裕
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

菊
地　

幸
男　

様

・
夫
（
時
男
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

北
市　

光
子　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

福
島　

公
正　

様

　
　
　
　
　
　

佐
　々

幸
義　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

贈
　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方

々
よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　

宮
本　

仲
子　

様

　
　
　
　
　
　

吉
江　

幸
雄　

様

　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

中
川　

菅　

与
太
郎　

様
（
89
歳
）

国
府　

北
市　

時
男　

様
（
80
歳
）

佐
久　

菊
地　
　

裕　

様
（
44
歳
）

12月24日●農 業 委 員 会 総 会

火事と救急は119番

議会・各種委員会の開催状況



　

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
標
準
小
作
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
代

わ
っ
て
、
農
業
委
員
会
が
農
地
の
実
勢
賃
借
料
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

公
表
内
容
は
、
過
去
1
年
間
に
農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
い
て
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
の
状
況
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
経
済
課
産
業
振
興
室
）
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7
|
2
8
1
6

広報なかがわ
2010. 2月号 12

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

　暦の上では立春を迎えますが、中川町はまだまだ寒さの厳しい日が続きますね。でも、寒さに負けてはいら
れません。冷たい空気に触れて体を慣らすことで丈夫な体作りができるので外に出る機会を意識的に作ること
も大切ですね。
　２月は下のように活動を予定しています。ネンネの赤ちゃんがいる方も妊婦さんも気軽に足を運んでくださ
いね。お待ちしています。

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　2日（午前）・5日・12日・15日・16日・19日・22日・23日・26日

＊開放日は変更になること
　があります。

＊今月は子育て講座「子ど
　ものためのおやつ作り」
　を予定しています。

《２月の活動予定》

中川町地域子育て支援センター「まめちょ」児童センター内（旧幼稚園）
　TEL/FAX  7－2022　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：古川真裕美

平均額

1,400円

1,100円

中川町で平成21年に締結された農地の賃借料水準（10アール当たり）

・データ数は、集計に用いた筆数です。
・特殊な事情などで平均的な価格から著しくかけ離れるものは、
　集計から除いています。
・それぞれの金額は、四捨五入し100円単位としています。

最高額

2,500円

2,000円

畑

牧草畑

最低額

800円

1,000円

データ

53件

26件

ふるかわ ま ゆ み

場　　所 内　　　　　　容

9日（火）
幼児センター 幼児センター開放　9：30～11：30

あそびの広場　　10：00～12：00
「親子料理」

10日（水）
児童センター

すくすく相談会　　13：30～15：00
保健師事業で保健師・栄養士がまめちょで保育相談をします

2日（火）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「制作あそび」

17日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「ひなまつり会」

25日（木）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「簡単おもちゃと小物作り」

（1歳半までのお子さんを持つ家庭と妊婦さん対象）
4日（木）
児童センター

農
地
の
賃
借
料

農
地
の
賃
借
料
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北
海
道
総
務
部
北
方
領
土
対
策
本

部☎
0
1
1
|
2
0
4
|
5
0
6
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農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
相
続

な
ど
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得
を

農
業
委
員
会
が
把
握
し
、
農
地
の

有
効
利
用
に
努
め
ま
す
。
農
地
を

相
続
し
た
と
き
は
、
農
業
委
員
会

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
役
場
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
経
済
課
産
業
振
興
室

（
中
川
町
農
業
委
員
会
事
務
局
）
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全
道
14
支
庁
は
、
北
海
道
の
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
総

合
出
先
機
関
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。
今
後
も
、
市

町
村
と
連
携
協
力
し
、
地
域
の
課

題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

広
域
的
な
観
点
に
立
っ
た
効
果
的

な
地
域
振
興
、
産
業
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

上
川
支
庁
は
「
上
川
総
合
振
興

局
」
に
な
り
ま
す
。

◆
所
管
す
る
機
関
が
変
わ
る
町
が

あ
り
ま
す

　

幌
加
内
町
は
、
現
在
の
空
知
支

庁
か
ら
上
川
総
合
振
興
局
の
所
管

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
幌
延
町
は
、

現
在
の
留
萌
支
庁
か
ら
宗
谷
総
合

振
興
局
の
所
管
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
主
権
局

☎
0
1
1
|
2
0
4
|
5
1
5
9

上
川
支
庁
参
事
（
地
域
調
整
）
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農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
22
年
2
月
1
日
現
在
で
「
2
0
1
0
世
界

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
行
い
ま
す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
方

面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の

調
査
で
す
。
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係

者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
や
会
社
な
ど
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

「
予
備
自
衛
官
補
」
と
は
、
普

段
は
社
会
人
や
学
生
で
あ
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
と

し
て
社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

制
度
で
す
。
一
般
と
技
能
の
公
募

コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
成
21
年
7
月

1
日
ま
で
に
全
国
で
7
，
6
0
8

名
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
身　

分

　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
採
用
年
齢

　

一
般
公
募
は
、
18
歳
以
上
34
歳

　

未
満
、
技
能
公
募
は
、
18
歳
以

　

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て

　

53
歳
〜
55
歳
未
満

◆
訓
練
内
容

　

一
般
公
募
は
、
3
年
以
内
に
50

　

日
間
、
技
能
公
募
は
2
年
以
内

　

に
10
日
間
の
教
育
訓
練
を
受
け

　

ま
す
（
訓
練
中
の
食
事
、
宿
舎
、

　

被
服
な
ど
は
無
料
で
す
）。

◆
教
育
訓
練
召
集
手
当

　

7
，
9
0
0
円
（
日
額
）

　

（
自
宅
か
ら
訓
練
地
ま
で
の
交

　

通
費
を
支
給
し
ま
す
）

◆
応　

募

　

電
話
連
絡
ま
た
は
名
寄
出
張
所

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
広
報
官

　

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

◆
受　

付

　

平
成
22
年
4
月
9
日
ま
で

◆
試
験
日

　

平
成
22
年
4
月
17
日
〜
19
日
の

　

う
ち
の
1
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
│
2
│
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目
45

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、

択
捉
島
の
北
方
領
土
は
、
私
た
ち

の
先
人
が
ち
と
汗
で
開
拓
し
て
受

け
継
い
で
き
た
、
わ
が
国
固
有
の

領
土
で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
の
た
め

に
、
中
川
町
役
場
ロ
ビ
ー
で
署
名

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
署
名
期
間

　
2
月
19
日（
金
）
ま
で

◆
実
施
主
体

　

北
海
道
、
各
市
町
村
、
独
立
行

政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
、

社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成
同

盟
、
社
団
法
人
千
島
歯
舞
諸
島
居

住
者
連
盟

【
問
い
合
わ
せ
先
】

平
成
22
年
度
採
用

　
「
予
備
自
衛
官
補
」を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

2
月
7
日
は

　
「
北
方
領
土
の
日
」で
す

農
地
を
相
続
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら

　

上
川
支
庁
は

　
　

上
川
総
合
振
興
局
へ

お 知 ら せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（12月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,886人（－２）

925人（－５）

961人（＋３）

909戸（－４）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　友達とスキーやスノーボー
ドを楽しむ小中学生。お父さん
と一緒にロープリフトで頂上
を目指す女の子。初めてスキ
ーを履き、立って歩く練習をす
る男の子。冬のスポーツを通じ
て、さまざまなふれあいを感じ
させる光景です。

　穏やかな気候だった11月から一変し、12月には
たくさんの雪が積もりました。冬ならではの光景
が、今日も町のあちこちで見られます。

雪 と と も に
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